







































































































































































































































































侍、15 歳で家老職、その後浪人して寛文 12 年








































同 14 年（1729）御目付役、同 19 年（1734）鉄砲
組預、物頭役、寛保 3 年（1743）長柄組預、翌 4
年病気のため息子の番代を願い出る。
　三代の行登は、父の番代を認められ、虎の間出













































































え、文政 8 年（1825）3 月、大内六左衛門末娘と婚














































一　御 長 柄 頭 被　仰
付、勤方前躰ゟ入之儀ハ神尾近江殿ニ被　仰付
事、
















































































































































に生まれ、寛政 4 年閏 3 月に上月巌（新五兵衛行
宣）と結婚（時に 15 歳）。行敬が天保 4 年（1833）
当時 38 歳、シナが 56 歳であることを考えると、




















































も文化 2 年 3 月に藩主村壽の御供で江戸に出た
後、同じ役を務めている。上月家文書の（D）上月
















































































































































































守が家督相続し、時哉は明治 4 年（1871）2 月 15












き 出 し て み る（［丹 羽
2017］に 基 づ き、新 た
に判明した事実（＊）を
加えた）。






















明治 31 年（1898）11 月　『多級複式教授法』
（小那覇朝親発行）を出版。肩書は「沖縄県
師範学校訓導兼助教諭」






明治 40 年（1907）3 月 5 日　三男榮、鹿児島
市新照院町で生まれる。





大正 13 年（1924）8 月　奏任官待遇（少年保
護士事務局嘱託）となる。
昭和 3 年（1928）1 月 2 日　病気を理由に辞
職を願い出る。
同年 3 月 1 日　従七位に叙される。






































































































































































































天保 2 年（1831）11 月 18 日生
（21）
弘化 3 年（1846）11 月　前髪を取る






大正 11 年（1922）3 月 31 日　没（享年 94）。
　行典の長男朝太郎が絵巻を鹿児島にもたらしたと
目される人物である。朝太郎は明治元年 2 月 23 日
生、同 29 年 3 月 31 日に家名相続、昭和 14 年 10
月 5 日に没している。『農業雑誌』第 461 号（明治













（明治 37 ～ 38 年）には『海南新聞』にいたという
田中七三郎（蛙堂）の証言もある［愛媛新聞百二十


























には、大正 9 年から 11 年までの 3 年間は「川内支
局」の肩書きが付いている。最後に名前が見えるの





















































































































































































































田武彦（淡水）、橋口勇（天萍）、篠崎雄蔵（稍葉）の 12 名。大正 3 年時点での鹿児島新聞社の社員は 45 名
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